
令和８年１月１４日 

北九州市消防局 

報道機関各位 

 

令和７年（１月～１２月）における災害統計の速報値について 

 

令和７年（１月～１２月）における災害統計を取りまとめたので、お知らせします。 
 

１ 火災 【火災件数は２２９件で、死者は北九州市発足以降、最少】 

令和７年中の火災件数は２２９件で、前年と比較して９件（４．１％）増加しました。      

このうち住宅火災は８５件で、前年より１件（１．２％）増加しています。 

火災による死者数は５人で、前年より１２人減少し、平成３０年と並び北九州市発足

以降、最少の人数となっています。このうち住宅火災による死者数（放火自殺者を除く。）

は統計を取り始めた平成５年以降、最少の２人で、前年より１２人減少しています。ま

た、火災による死者のうち４人（８０．０％）が６５歳以上の高齢者となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 救急 【救急出動件数は６３,９５８件で、過去２番目に多い】 
 

令和７年中の救急出動件数は６３,９５８件で、前年と比較して９０５件（１.４％）

減少しました。これは、過去２番目に多い件数であり、１日あたり約１７５件、約８.

２分に１回、救急車が出動したことになります。また、医療機関へ救急搬送された患者

のうち、入院の必要がない軽症患者は４０％でした。 

 消防隊が救急現場に出動する「あかきゅう出動」は５,９４４件で、前年と比較して

１２３件（２．０％）減少しました。 
 

３ 救助 【救助出動件数は５５８件で、出動件数、救助人員ともに増加】 

 

令和７年中の救助出動件数は５５８件で、前年と比較して５６件（１１．２％）増加

しました。 

出動件数（５５８件）の事故種別は、１位「建物等による事故」２５３件（４５．３％）、

２位「火災」９６件（１７．２％）、３位「交通事故」７８件（１４．０％）となって

います。 

北九州市において出動件数、救助人員ともに最も増加した事故種別は「建物等による

事故」（出動件数昨年比１７．７％増）です。その要因は、「建物等による事故」のうち、

単身世帯又は同居家族が外出中の住宅において、施錠された状態から、急病人を救出す

る事案が増加したためです。 
 

 

 

【問い合わせ先】 

（火災）  

予防課長 澤田 

火災調査係長 平井 

   TEL 093-582-3836 
 

 

（救急）  

救急課長 吉木 

 救急係長 景山 

  TEL 093-582-3820 

 

（救助） 

警防課長 森 

 救助係長 友田 

 TEL：093-582-3817 

 

 

 

順位 原因 件数（割合） 

１ こんろ ２９件（１２．７％） 

２ たばこ ２８件（１２．２％） 

３ 放火・放火の疑い ２６件（１１．４％） 

４ 電気機器 １７件（ ７．４％） 

〃 たき火・火入れ １７件（ ７．４％） 

 

≪出火原因の１位は「こんろ」、続いて「たばこ」≫ 

 


